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球状炭酸塩および鉄コンクリーションの形成プロセス

Formation process for spherical carbonate and iron concretions
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　海成堆積岩には，球状の炭酸塩コンクリーション (主にCaCO3)が普遍的に産出する. その形状は多くの場

合，球状を成し，かつ非常に緻密で風化にも強く，またその内部から保存良好の化石を産する. しかし，なぜ

球状をなすのか，なぜ保存良好な化石を内蔵するのかなど，その形成プロセスはほとんど不明であった．それ

ら炭酸塩球状コンクリーションの成因や形成速度を明らかにすることを目的に，国内外の試料を用いて，産状

やバリエーションについての多角的な調査・解析を行ってきた．その結果，生物起源の有機物炭素成分と堆積

物空隙水中のカルシウムイオンが，急速（サイズに応じて数ヶ月〜数年）に反応し，炭酸カルシウムとして沈

殿しつつ成長していくことを明らかにした（Yoshida et al.,2015, 2018a）．そのプロセスは，コンク

リーション縁（反応縁）の幅（L cm）と堆積物中での重炭酸イオンの拡散係数（D cm2/s）及び反応速度（V

cm/s）を用いてD = LVと単純化できることから，海成堆積物中の球状コンクリーションに対し，汎用的にそ

の形成速度を見積もることができる（Yoshida et al.,2018a,b）． 

 

　また，風成層中においては，アメリカ・ユタ州のナバホ砂岩層中の球状鉄コンクリーションがよく知られて

いるが，ゴビ砂漠やヨルダンの風成層中からも産出することを初めて確認した．これらの球状鉄コンク

リーションは，風成層中の空隙水の蒸発に伴って成長した球状炭酸塩コンクリーションがコアとなり，鉄を含

む酸性地下水との中和反応によって形成されることを明らかにした(Yoshida et al.,2018c).さらに，このよう

な酸性水と炭酸塩との反応は，火星表面堆積層中で発見された球状鉄コンクリーションの生成メカニズムと同

じである可能性がある(Yoshida et al.,2018c). 

 

　本論では，これら球状の炭酸塩および鉄コンクリーションの形成メカニズムと，将来的な研究の展開につい

て紹介する．
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